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１　はじめに

－ＩＣＴ機器活用を日常化する環境の整備とは－

十文字学園女子大学　井口　磯夫

　文部科学省委託事業の先導的教育情報化推進プログラム「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活

用に資する調査研究」の平成 20年度研究テーマは、「普通教室における複数のＩＣＴ機器・教材の活

用を促すために、その学習効果の検証を踏まえつつ、それらが有効であると考えられる活用場面（指導・

学習場面）や活用方法を検証・抽出する。また、それらを体系化したデジタル指導案を収集・蓄積し、

ＩＣＴ機器・教材の活用に関するデータベース（ＤＢ）を構築する。」である。

　近年、授業でのＩＣＴ活用の効果は、黒板に教材や児童・生徒の作品を実物投影機やプロジェクタ

で大きく投影することや単元内容に適したデジタルコンテンツを活用するなど、多くの報告と効果が

示されている。それらは、結果的にこの報告書で述べる複数のＩＣＴ機器を活用している場合も含ま

れる。しかし、指導案作成時から複数のＩＣＴ機器の活用を想定しての授業実践やその後の効果測定

をした例示はほとんど存在しない。複数のＩＣＴ機器・教材の活用という、「複数」にこだわった理

由はそこにもある。

　またＩＣＴ機器の活用を日常化することは、教員の負担増に繋がるとも考えられる。しかし、単元

内容を理解しやすく教えるためにＩＣＴ機器の活用が不可欠な場面も多数存在するはずである。これ

らを解決すべく、具体的な調査研究テーマを以下のように定めた。

研究１　複数のＩＣＴ機器・映像教材等の活用が有効な教科・単元における学習効果に関する研究

研究２　複数のＩＣＴ機器・映像教材等の日常的活用が可能な普通教室モデル（簡易型コントローラを 

　　　　含む可搬式ユニット）に関する研究

　結果の詳細については、次章以降で述べる。ここでは、簡潔にまとめることとする。

　研究１では、まず複数のＩＣＴ機器・映像教材等を活用した授業実践（デジタル指導案）を 103 件

を収集して、教科・単元における学習効果の検証を行った。結果、特に「興味・関心の向上」や「発表・

表現の支援」の観点を中心に、教員の活用意図に沿った効果が明らかになった。さらに、文部科学省「教

員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト」の C項目：児童のＩＣＴ活用を指導する能力において、調

査研究期間の前後で明らかな上昇が見られた。

　また、研究１で収集したデジタル指導案はデジタル指導案ＤＢに実装して、普及に向けた準備を整

えた。今年度は特に、複数のＩＣＴ機器・映像教材等の活用事例６実践を対象に、典型的な活用場面
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を抽出・ビデオクリップ化してＤＢに登録した。次年度はさらにこれらの活用場面から普通教室にお

ける複数のＩＣＴ機器・映像教材等活用の授業モデルを模索する。

　研究２では、普通教室におけるＩＣＴ活用および授業でのＩＣＴ機器設置・準備等の煩雑さに関す

る現状把握をするために別途実施したアンケートの結果から、ＩＣＴ機器設置・準備等の煩雑さを軽

減するための「可搬式ユニット」のプロトタイプを製作した。

　このように平成 20年度に設定した調査研究テーマに対するアウトプットを得ることができた。し

かし、次年度に向けて以下のような課題も明確となった。

　過去２年間で蓄積したデジタル指導案をもとにして授業実践を行い、デジタル指導案の有効性につ

いて効果検証を行わなければならない。また、デジタル指導案を蓄積したデーターベース（デジタル

指導案ＤＢ）を公開して、普及のためのシステムの検証・改善も不可欠となる。そして、複数のＩＣ

Ｔ機器・映像教材等を効果的に授業で活用するための教室環境について、簡易型コントローラを含む

可搬式ユニットを活用した普通教室向けのＩＣＴ環境の提案を行うことである。

　これらの課題について、平成 21年度も継続して取り組んでいく予定である。
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２　 調査研究の目的および方法
財団法人日本視聴覚教育協会　事務局

2.1 　本事業の背景・問題意識

2.1.1 　背景・問題意識

　平成 19年 3月に文部科学省から「教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト」が公表された。同

チェックリストによれば「授業中にＩＣＴを活用して指導する能力」として、「コンピュータや提示

装置によって各種資料を提示しながら授業が出来ること」が教員のＩＣＴ活用指導力の要素の一つと

して掲げられている。

　同チェックリストには、「児童・生徒の興味関心を高めるために、コンピュータや提示装置などを

活用して資料などを効果的に提示する」、「映像などをプロジェクタや大型テレビを活用して提示し、

児童・生徒の興味関心を高める」、「わかりやすく説明したり、児童・生徒の思考や理解を深めたりす

るために、コンピュータや提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する」、「教科書や図書資

料などを、教材提示装置やプロジェクタ・大型テレビを使って拡大提示し、わかりやすく説明する」等、

大型提示装置や実物投影機、デジタルコンテンツを活用した指導項目例が掲げられている。また、｢

学習指導要領等の改善について（答申）｣（平成 20年 1月）では、効果的・効率的な指導のための方

策や、教員が児童・生徒と向き合う時間の確保のための方策としてＩＣＴの活用を期待している。

　しかし、ＩＣＴ活用指導に関しては、指導できる環境がコンピュータ教室は整備されているものの、

普通教室には未だ整備されていない状況である。また、整備されていたとしても、「操作が煩雑」「多

様な装置の操作が困難」「有効な教育利用場面がわからない」、「教材、デジタルコンテンツを使った

指導案、指導例のありかがわからない」、「ＩＣＴの活用事例等、情報に乏しい」といった原因により、

ＩＣＴ活用指導が進んでいない状況もある。

　これまでの先行研究においてＩＣＴ機器・教材等の普通教室での活用が諸所において効果的である

と言われていても、なお学校現場に普及促進されない原因を追究し ､特に、ＩＣＴ活用の多様化・複

雑化が進む近年において、単一の機器のみに着目するのではなく、複数のＩＣＴ機器・映像教材等の

組み合わせを前提とし、それらをより効果的に活用する方策の検証をめざした。

 

2.1.2 　実施体制

　（財）日本視聴覚教育協会と関連の全国組織である日本学校視聴覚教育連盟では、学校現場におけ

る視聴覚教育に関する環境整備、学習プログラムの開発、学習システムの改善についての調査研究お
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よび普及促進活動を行ってきており、これまでにも学習指導要領に沿った視聴覚教材に関する資料を

作成し公表している。今日、ＩＣＴが学校現場に導入され、ネットワーク提供型コンテンツやデジタ

ル教材が提供されてきてはいるが、各教科・領域の単元において、学習指導に効果のある教材情報や、

その活用例についての情報を、学校現場の教員は持ち得ていない。ＩＣＴの活用を促進していくには、

児童・生徒に対して説得力のある視聴覚教材を活用した指導案の提供や、ＩＣＴ環境の整備、操作性

の改善など、活用方法を含めて情報提供していくことが重要であると考えられる。

　調査研究の実施は、日本学校視聴覚教育連盟ならびに視聴覚教材・教具メーカーからなる日本視聴

覚教具連合会の協力の基に推進した。

　本事業を推進するにあたり、学識経験者、( 財 ) 日本視聴覚教育協会、日本学校視聴覚教育連盟、日

本視聴覚教具連合会からなる調査研究委員会（主査・井口磯夫十文字学園女子大学教授）を設置し、

研究者・教育現場・産業界からなる推進体制を構築した。

2.2 　本事業の目的および方法

2.2.1 　昨年度の成果概要と課題

　平成 19年度の調査研究から、ＩＣＴ機器の活用効果やデジタル指導案の必要性などが検証され、

　・3パターンの導入機器それぞれの活用における活用場面や効果の特徴

例：プラズマディスプレイパネル（PDP）とリア型プロジェクタは画像コンテンツを鮮明に映し

出し、興味関心を引き付けるのに効果的。PDP と液晶プロジェクタは書きながら説明することが

できる電子黒板機能が高評価。液晶プロジェクタ、マグネットスクリーンと電子黒板ユニットを

活用した授業では、技能・表現や集中力の持続に有効等。

　・3パターンに共通した効果

例：拡大投映することで、学習を焦点化でき、学習意欲を高められる。実物投影機で児童・生徒のノー

トを拡大投映する使い方が多く見られた等。

などを明らかにした。

　また、25事例のデジタル指導案を収集。ＩＣＴ機器の活用を前提とした指導案の形式にしたことで、

ＩＣＴ活用授業を想定した授業計画の立案に資する利用しやすいものとした。

　さらに、19年度は複数のＩＣＴ機器の切り替えをスムーズにするために簡易型コントローラの効

果検証も実施し、以下の効果が明らかとなっている。

　・ＩＣＴ機器の切り替えがスムーズに行え、授業の展開を妨げず児童・生徒の学習意欲を持続させ

ることができる。
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　・映像コンテンツを見せ、さらに実物投影機で児童・生徒のノートや作品を見せたりする授業展開

など、複数のメディアを活用する場合に特に効果的。

　一方で、「ＩＣＴ機器の設置場所や操作面の簡略化」「ＩＣＴ機器と授業での活用場面と効果の相関

の整理」「デジタル指導案のフォームの評価・検証と改善」「デジタル指導案および教材の検索データ

ベースの評価・検証と改善」の課題が挙げられ、これらについて継続して調査研究する必要がある。

さらに、ＩＣＴ活用の多様化・複雑化が進む近年において、単一の機器のみに着目するのではなく、

複数のＩＣＴ機器・映像教材等の組み合わせが有効な教科・単元を研究対象にして、それらをより効

果的に活用する方策の検証を、平成 20年度において実施する必要があると考えた。

　上記のように、１年次は「簡易型コントローラ等の検証」「ＩＣＴ機器・教材活用モデルの検証開発」

「デジタル指導案の開発・DB化」の 3つの柱で調査研究に取り組んだが、それぞれのつながりを明確

にするために、今年度は以下の 2つのテーマで調査研究を行った。

研究 1 ： 複数のＩＣＴ機器・映像教材等の活用が有効な教科・単元における学習効果に関する研究

研究 2 ： 複数のＩＣＴ機器・映像教材等の日常的活用が可能な普通教室モデル（簡易型コントローラ

　　　　を含む可搬式ユニット：以下可搬式ユニット）に関する研究
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2.2.2 　調査研究の概要

　平成 20年度の目的、方法および成果は以下の通りである。

図１　目的、方法および成果
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2.2.3　 機器導入パターン

　普通教室におけるＩＣＴモデル環境の検証として、普通教室を中心としたモデル環境構成を、教室

のあり方・コスト面・環境面等から検討し、３種の「ＩＣＴ機器導入パターン」（巻末資料 6.2.11（P.94）

参照）を昨年度策定した。10校の実践校に、このパターンのいずれかの構成で機器を導入し、授業

実践等を通じ評価・検証した。

　各パターンでは、表示機器にそれぞれ異なるものを設定した。

　パターン Aは「半常設タイプ」と位置づけ、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）を中心とした

構成とした。このパターンは高精細映像で疑似体験するなどの活用が想定され、設置は固定を前提と

するが、専用スタンドにはキャスターもついており、同じフロアであれば他教室への移動も可能な構

成となっている。

　パターンＢは「常設タイプ」と位置づけ、平成 19年度はリア型プロジェクタを中心とした構成に

した。しかし平成 20年度、国内における文教市場へのリア型プロジェクタ流通が終息に向かいつつ

ある現状を踏まえ、自立型スクリーンボードと短焦点プロジェクタを組み合わせた機器を中心とした

構成とし、新たにパターンＢとした。このパターンは機器による占有スペースが他のパターンより多

く、重量もあるため設置場所を固定しての利用が前提になるが、画面への映り込み（光による反射）

が少なく、教室内での視認性が高い。大画面でダイナミックなコンテンツを視聴する際などに有効と

考えられる。

　パターンＣは「移動タイプ」と位置づけ、液晶プロジェクタとマグネット型スクリーンおよび電子

黒板ユニットを用いた構成とした。このパターンでは、普通教室で、教室間を移動させて活用するこ

とを想定した。機材やケーブル等はプロジェクタワゴンに一括収納し、他教室へ移動が簡単に行える

ように工夫されている。一般教室で行われる様々な授業において手軽に活用することが可能なモデル

と考えられる。

　各パターンの機器構成は表１の通りである。

　平成 20年度は、パターン Aを 3校（小学校 3校）、パターン Bを 3校（小学校 3校）、パターン C

を 4校（小学校 2校、中学校 2校）に導入し調査研究を実施した。
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表１　導入機器のパターン別構成

 パターン 　　　　　　製　品　名 数量  　　　　　　　　説　　明

  プラズマディスプレイパネル（PDP） 1 50 インチのプラズマディスプレイパネル

  専用スタンド（専用金具込み） 1 上記の設置用

 A タッチパネル ( 電子黒板機能付加機器 ) 1 赤外線方式

  VHS/ DVD プレーヤー 1 DVD/VHS/CD の一体型プレーヤー

  実物投影機 1 簡易型提示装置

  簡易型コントローラ 1 機器入力ソースを切り替えるマトリクススイッチャ

    80 インチの電子黒板機能付スクリーンボード

  短焦点プロジェクタ一体型電子黒板 1 上部に短焦点プロジェクタ（2500ANSI ルーメン）

    およびインタラクティブユニットを設置

 
B
 VHS/ DVD プレーヤー 1 DVD/VHS/CD の一体型プレーヤー

  実物投影機 1 簡易型提示装置

  簡易型コントローラ 1 機器入力ソースを切り替えるマトリクススイッチャ

  液晶プロジェクタ 1 3200ANSI ルーメン /XGA リアル対応

  マグネット型スクリーン 1 80 型

  インタラクティブユニット型電子黒板 1 超音波、赤外線方式

 C VHS/ DVD プレーヤー 1 DVD/VHS/CD の一体型プレーヤー

  実物投影機 1 簡易型提示装置

  プロジェクタワゴン 1 プロジェクタ等収納用

  簡易型コントローラ 1 機器入力ソースを切り替えるマトリクススイッチャ

2.2.4　簡易型コントローラの仕様

　平成 19 年度調査において、授業中の機器切り替えに一定の効果を上げた「簡易型コントローラ」

を平成 20年度も引き続き、すべての機器パターンに標準装備した（仕様は巻末資料 6.2.5参照）。

2.2.5　映像コンテンツの提供と単元対応表の作成

　複数のＩＣＴ機器・映像教材等を活用した授業実践の促進と蓄積・普及のため、調査研究協力校に

は 3パターンの機器導入に加え、実践計画を元にした申請に基づき、デジタルコンテンツを提供した。

　活用可能な映像コンテンツを探し出すことを容易にするために、小学校映像教材単元対応表（巻末

資料 5.2.7 参照）を作成し、協力校へ配布した。対応表では、教科・学年・単元別に提供される映像

コンテンツの「タイトル」と「収録時間」が制作社別にわかるようになっている。昨年度は社会・理

科分のみ試行的に作成したが、今年度は国語（書写）、社会、算数、理科、生活、音楽、図画・工作、

家庭、体育（保健）、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動の計 13教科・科目等につい

て作成した。協力校は、この対応表と制作社のカタログから、目的のコンテンツを申請し、事務局で

手配の上、提供した。
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2.2.6　デジタル指導案に基づく授業および授業後アンケートの実施

　平成 19 年度の研究結果から得られたデジタル指導案フォームに対する学校現場の改善要望等を、

調査研究委員会および調査研究協力校会において検討し、デジタル指導案の変更・改善を実施した。

改善されたデジタル指導案の特徴は、複数のＩＣＴ機器・映像教材等がどの授業の、どの場面で、ど

のような意図を持って、どのように活用されたかを分かりやすく明示することで、ＩＣＴ機器・映像

教材等の活用に着目した指導展開とした点である。

　また、複数のＩＣＴ機器・映像教材等の活用による学習効果を検証するため、教員および児童生徒

に対し、「授業後アンケート」を実施した。本時の実践はデジタル指導案に基づくものであり、デジ

タル指導案に記載された「ＩＣＴ活用のねらい」と、アンケートで得た「効果」を比較することで教

員のねらいと実際の効果を明らかにすることができた。

2.2.7　デジタル指導案の収集とデジタル指導案ＤＢの開発・公開

　今年度改善したデジタル指導案項目を元に、平成 19年度開発したデジタル指導案 DBをバージョ

ンアップした。また、ＤＢには平成 20年度調査研究協力校から回収したデジタル指導案 110 件を加

え 134 件を実装した。また、デジタル指導案ＤＢの普及を図るためには、利用者である教員にとって

有用な情報提示が必要と考え、ＩＣＴの活用意図と扱う映像教材等のコンテンツといった情報から検

索が可能となるような仕組みを実装した。

2.2.8　ＩＣＴ活用指導力の自己評価およびＩＣＴ活用に対する期待・印象に関する調査

　本時におけるＩＣＴ活用効果検証と合わせて、複数のＩＣＴ機器・映像教材等の活用による教員の

意識の変容について調査した。調査校の全教員に対し、調査研究期間の前後に「ＩＣＴ活用実態調査」

を実施した。設問は文部科学省「教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト」の B項目および C項目

に準ずるものとし、これに一部本調査独自の項目として「ＩＣＴ活用に期待すること、不安・心配に

思うこと」を尋ねた。これにより、複数のＩＣＴ機器・映像教材等の活用による教員の意識の変容が

明らかとなった。

2.2.9　教室環境に関するニーズ調査の実施と可搬式ユニットの試作開発

　平成 19年度の調査結果から、複数のＩＣＴ機器・映像教材等の利用時における簡易型コントロー

ラの有用性は明らかとなった。一方で、「機器の接続やケーブル処理が煩雑である」、「つまずいて危

ない」など負担感や危険性への指摘もあった。
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　そこで、平成 20 年度は簡易型コントローラの利便性を高め、複数のＩＣＴ機器活用を促すため、

普通教室におけるＩＣＴ機器活用の現状把握と要件抽出を行い、普通教室への常設、あるいはフロア

内の移動が簡単にできるような「可搬式ユニット」を設計、開発した。

　開発に当たっては、調査研究協力校の教員に対し、「教室環境に関するニーズ調査」を実施。実際

に開発したプロトタイプについては、調査研究協力校会でヒアリングおよび検討・議論を行った上、

抽出校における実証実験を実施した。
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3　 研究成果概観

3.1　複数のＩＣＴ機器および映像教材等を活用した実践の効果について
園田学園女子大学　堀田 博史

　本調査研究の特長とも言える複数のＩＣＴ機器・映像教材の授業での活用は、どのような効果があ

るのかを、ここでは（1）児童・生徒と（2）第三者評価のそれぞれの視点に分けて概観する。

1）児童・生徒から見た複数のＩＣＴ機器・映像教材等を活用した授業での効果

　児童・生徒に対し、授業で活用されたＩＣＴ機器・映像教材等に関してＩＣＴ活用表の項目に対応

した「授業後アンケート」を実施した。

図 2　複数のＩＣＴ 機器・映像教材等を活用した授業の効果

　図 2の左側グラフにおいて、授業後の児童・生徒の評価として、Ｂ２課題の明示（3.5）で最も効

果が高いことが読みとれる。科目毎の詳細な結果では多少のばらつきはあるものの、平均すると同じ

くＢ２課題の明示での活用場面において高い効果が見られる。

　教員が児童・生徒の興味・関心を向上させるためにＩＣＴ機器や映像教材等を活用する。そこで

は、教員が授業での課題を明示するだけではなく、児童・生徒自らの課題をＩＣＴ機器を利用して他

の児童・生徒に示すことなど、課題の明示により児童・生徒の内発的な動機付けとなっている。自分

以外の友達が頑張っている姿を授業中に見せることで、自分も頑張ろうと、という気持ちにさせてい

る。教員が授業中にＩＣＴを活用して指導する能力では、興味・関心を高めるためのＩＣＴ活用に比

べ、課題を明確につかませるためのＩＣＴ活用は 10％ほど低い値となっている [1]。授業のどの場面

でＩＣＴ機器や映像教材等を活用するかは、教員の授業設計に任される。しかし、上の結果を踏まえて、

ＩＣＴ機器等を活用することで、より良い効果を教員が確信できるはずである。
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2）第三者評価調査から見た複数のＩＣＴ機器・映像教材等を活用した授業での効果

　授業の様子を２台のカメラで撮影（教員がＩＣＴを活用している様子（提示方法等）と教室全体の

様子）した。撮影した動画は、以下のようにＩＣＴ活用表にプロットし、授業とＩＣＴ・教材の活用

の流れを分析した。

表 2　ＩＣＴ活用表を元にした分析シートによる授業分析例

 

　表 2の左図で、デジタルの動画や静止画コンテンツと教科書やワークシートなどのアナログ教材の

繰り返しのやり取りが見られる。別の第三者評価調査からも、「課題の提示」場面については、ＩＣ

Ｔ機器による提示と板書を併用する活動が目立っていた。これらの活動は、上のようなＩＣＴ活用表

にプロットすることで、より鮮明に浮かび上がる。また、1）児童・生徒によるＩＣＴ機器の活用効

果と交えてデジタルな指導案としてまとめることで、より具体的な提示が教員にできると考える。

3）平成 21 年度の展開

　本事業で選定した３パターンの導入機器による複数のＩＣＴ機器・映像教材の授業での活用効果に

ついては、実証結果が蓄積されてきた。平成 21 年度は、これらの実践効果の測定を継続しながら、

複数のＩＣＴ機器・教材の活用を前提としたデジタル指導案およびＤＢの有効性の検証を行い、さら

に有用なＩＣＴ機器の活用を目指したい。

参考文献

[1]　堀田龍也 , 他 5 名（2007）「教員のＩＣＴ活用指導力チェックリスト」による実態把握の試み ,  

　　日本教育工学会研究報告集 JSET07-2, pp.97-104.



̶ 18 ̶

平成 20 年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

3.2　ＩＣＴ機器導入パターンと活用効果について
名古屋大学　佐藤　弘毅

1）機器導入パターン

　今年度は図 3に示す 3つの機器構成パ

ターンを導入し、その効果を検証した。昨

年度との違いは、パターンＢを 80インチ

スクリーン上部に短焦点プロジェクタを吊

るタイプにし、電子黒板機能が使用可能な

点である。

　また、上記構成パターン中のＩＣＴ機器

をコンパクトにまとめた可搬式ユニットの

プロトタイプを開発し、ヒアリング調査を

行った。

2）活用状況と効果

 

図 4　構成パターン別ＩＣＴ機器の活用状況

 

図 5　ＩＣＴ機器表示コンテンツ

図 3　ＩＴＣ機器構成パターン
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　図 4は各構成パターンの活用状況と使用されたＩＣＴ機器の内訳を、図 5はそのＩＣＴ機器で表示

したコンテンツの内訳を示している。最も活用されたのはＡパターンで、次いでＣパターン、Ｂパター

ンの順であった。比較的高解像度で画面サイズの大きいＡおよびＣパターンにおいて、ＤＶＤで動画

を見せる、実物投影機で教科書や具体物を大きく写す活用が見られた。また、電子黒板の活用は、一

体型のＡおよびＢパターンで多く見られた。さらに実物投影機も一体化しているＡパターンでは、教

科書や具体物、児童・生徒の作品をＰＣに取り込み、電子黒板で書き込む活用が見られた。

　活用効果について、教員の活用意図としては構成パターンによる差は特に見られず、興味関心の向

上が最も高く（４段階評価の平均でパターンＡが 3.6、Ｂが 3.7、Ｃが 3.8）、次いで発表・表現力の

向上が高く評価された（同じくパターンＡが 3.4、Ｂが 3.4、Ｃが 3.5）。一方、児童・生徒の評価と

しては、パターンＡおよびＣにおいては課題の明示が最も高く（４段階評価の平均でパターンＡが 3.2、

Ｃが 3.5）、パターンＢでは全般的に平均 3.4 以上の高い評価を得た中で考えのまとめ（3.6）と反復

学習（3.6）が高かった。

3）普通教室モデル（可搬式ユニット）の提案

　可搬式ユニットの開発にあたり、協力校の教員を対象とした教室環境に関するニーズ調査を行い、

普通教室におけるＩＣＴ機器活用の現状把握と要件抽出を行った。結果、日常的なＩＣＴ常設環境が

なく、そのためにＩＣＴ活用が妨げられている状況が明らかとなった。また、「ＩＣＴ常設環境があ

れば今より授業で活用する」とした教員が約 65%おり、普通教室に普及しやすいＩＣＴ機器モデル

を開発する必要性があると考えられる。さらに、常設されていないことの弊害として、準備の手間、ケー

ブル類が邪魔になること、等が問題としてあげられた。また、開発要件に関しては、施錠できること、

頑強なこと、配線が簡単であること、位置固定が楽であること、等の要望があげられた。

　以上の調査結果に基づき、図6に示したような可搬式ユニットのプロトタイプを開発した。プロジェ

クタ、実物投影機、ＤＶＤプレーヤー等の機器が収納され、ノー

トＰＣを収納・操作する台があり、それらを集中的に管理する

簡易型コントローラが備わっている。

　開発したプロトタイプについて、調査研究協力校会でヒアリ

ング調査を行うと共に、協力校 3校に導入し、評価・検証を行っ

た。結果、「プロジェクタの角度を調節できるようにして欲しい」

「ＰＣ台や収納扉は教員の立ち位置に対応できるよう左右両側

に開いて欲しい」等の意見が出た他、利便性、安全性、常設モ

デルとしての適性共に「使いやすい・適している」との評価が

得られた。

図 6　開発した可搬式ユニット
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3.3　調査研究機関の前後における教員のＩＣＴ活用指導力の
　　  自己評価およびＩＣＴ活用に対する期待・印象の変化について

目白大学　藤 谷 　 哲

1）調査目的と内容

　本調査研究に参画している小中学校（小学校 8校・中学校 2校）教員に、対して実施した本調査は、

授業実践にあたって、ＩＣＴ教材・機器の活用が有効な教科・単元における学習効果について、（1）

ＩＣＴ機器活用実践に対してどのような気持ちをもっているのか、（2）ＩＣＴ活用指導力に対してど

のような自己評価をしているのか、を問うたものである。教員アンケートは調査紙法により、事務局

から各学校に依頼する形で行われた。また、本調査は 2008 年 7月（事前調査）と 2009 年 2月（事

後調査）に実施した。

　まず各教員の「フェイスシート」として、平成 20年度の担当学年、教員経験・ＩＣＴ活用・教育

コンテンツ活用の 3つについての経験年数をたずねた。その結果、合計 195 名（男性 75 名・女性

120 名）、教員経験平均 16.7 年（男性 17.1，女性 16.4，n.s.）、ＩＣＴ活用経験平均 4.0 年（男性 4.7，

女性 3.5，n.s.）、コンテンツ活用経験平均 3.8 年（男性 4.1，女性 3.6，n.s.）であった（事前調査）。

　次に「ＩＣＴ活用指導力」については、文部科学省「教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト」[1] 

を利用した。特に同チェックリストの「B 授業中にＩＣＴを活用して指導する能力」、「C 児童・生徒

のＩＣＴ活用を指導する能力」に 2分野 8項目の質問をそのまま利用して、教員にアンケート調査（４

点法）により自己評価を行ってもらった。

　その結果、自己評価はいずれも同調査の全国平均を下回り、「Ｂ・活用して指導」では「興味・関

心を高める提示」は「できる」が過半数だった一方でその他は「できない」が過半を占めた。「Ｃ・

児童生徒のＩＣＴ 活用を指導」では各項目とも「できない」が過半を占めた。最後に「ＩＣＴ機器活

用実践に対する態度」については、「授業準備」「学習効果」「児童・生徒の変容」「教師間の協力」な

どの観点を洗い出して、筆者らで討議して 26 項目からなるアンケート調査（５点法）を作成して、

回答してもらった。質問項目は次頁の表 3に示した通りである。

２）事前調査におけるＩＣＴ活用指導力に対する考えの分類とその規定要因

　教員がＩＣＴ活用を活用する上での気持ちに関する「ＩＣＴ機器活用実践に対する態度」調査につ

いて、事前調査の結果より因子分析（主因子法、プロマックス回転）から因子（『可能性と不安』『学

習を促進する効果』『教師の意欲』『学習効果の期待』）を抽出した。各因子を構成する質問項目の結

果からは、授業への不安が強い一方、子どもの可能性に期待する（『可能性と不安』）、内容理解・学

習活動の促進に強い期待がある（『学習を促進する効果』）、他教員の協力を強く期待しつつも、授業

力向上に意欲がある（『教師の意欲』）、などの傾向が見られた。

　また、ＩＣＴ活用指導力に対する教師の考え（自己評価）が、各教員のフェイスシートやＩＣＴ機
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器活用実践に対する態度から規定され

るか、教師の考えを規定する要因につ

いての因果関係をパス解析から共分散

構造分析にて検証し、やや妥当な適合

度を得たモデルが作成されたので、そ

こから多母集団間の比較をした。その

結果、ＩＣＴ機器を取り入れようとす

る柔軟性に、教歴・性別で差異（男性

教諭がより強く、これまでのＩＣＴ活

用経験年数が大きく影響し、教員経験

年数が長いほど自己評価が低い等、柔

軟性が低い）が見られた。

３）調査研究の前後における教員の自

己評価および期待・印象の変化

　文部科学省「教員のＩＣＴ活用指導

力のチェックリスト」を利用したＩＣ

Ｔ活用指導力の自己評価」については、

どの項目でも事後調査において自己評

価が上昇する結果を得た。

　「ＩＣＴ機器活用実践に対する態度」

に関して、ＩＣＴ活用に期待すること

の要素については、どの項目も上昇が見られ、特にＩＣＴ活用経験年数平均の低い学校での上昇が顕

著であった。

　ＩＣＴ活用について不安・心配に思うことの要素については全体的に減少がみられ、活用に対して

の抵抗感がやや減少したと見られる。

参考文献

[1] 文部科学省 (2007) 教員のＩＣＴ活用指導力の基準の具体化・明確化に関する研究会報告書，

2007 年 3月 .

[2] 藤谷哲，堀田博史，稲垣忠，佐藤弘毅，井口磯夫，佐藤喜信，山田智之 (2008) 小中学校教員のＩ

ＣＴ機器活用実践とＩＣＴ活用指導力に関する調査，電子情報通信学会技術報告，ET2008-71，

pp. 77-80，2008 年 12 月 .

表 3　ＩＣＴ機器活用実践に対する態度 質問項目

 1．授業の準備を効率化したい
 2 ．授業の進行を円滑にしたい
 3 ．児童・生徒に学習内容を興味・関心をもたせたい
 4 ．児童・生徒に学習内容を理解させやすくなる
 5 ．児童・生徒に学習内容を定着させたい
 6 ．授業の準備が大変そうである
 7 ．学習効果がわかりづらい
 8 ．子ども達がメディアに慣れ親しむことができる
 9 ．子ども達の表現力を豊かにすることができる
10．子ども同士の関わり合いを促進することができる
11．中学校以降でのＩＣＴ活用に対応することができる
12．子ども達が新しいことにチャレンジする積極性を養う
　　 意味もある
13．子ども達を情報化社会に適応させる目的もある
14．子どもの潜在能力を引き出すことに期待する
15．今までの授業の流れが乱れないか心配である
16．活用するアイデアが浮かばない
17．自分自身が使いこなせるか不安である
18．効果や子どもの姿がイメージできない
19．他の教員の協力が得られないか心配である
20．教員の授業アイデアの幅を広げる
21．教員のコンピュータに関連する知識を豊かにする
22．授業では，今までの授業と上手に融合させたい
23．授業で自分が経験したら，他の教員にも教えてあげたい
24．授業での活用に積極的に取り組んでいきたい
25．教員間で，授業での活用に対する賛否がある
26． ＩＣＴ機器は道具のひとつであり，特別視していない
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3.4　デジタル指導案検索DBの開発について
目白大学　藤谷　哲

1）デジタル指導案検索ＤＢ

　本調査研究においては、ＩＣＴ活用の事例を広く公開することを目的としたデジタル指導案 DBの

開発・提供を行う。本調査研究では当初から、どんな時（ＩＣＴ活用場面）にメディアを使えばよい

のか、そしてメディアを通じて教師はどのような働きかけをするのか、すなわちメディア活用の目的

（あるいは活用の意図）を軸に整理したものがこれまでのメディア活用事例の調査研究にみられる [1]

ことに着目している [2]。本年度はこのＩＣＴ活用場面・活用の意図により焦点化して、本調査研究

で継続している検索ＤＢの改良にあたった。

２）ＩＣＴ活用場面と活用の意図の焦点化

　ＩＣＴ活用場面とは、各指導案の授業展開において、指導内容と連動してＩＣＴを活用する場面の

ことである。本調査研究では特に授業展開のうちＩＣＴ活用場面について効果的に情報を抽出できる

ように、授業の流れ（授業展開）と対応してＩＣＴ活用場面を記載することができる書式を準備した。

　一方で、指導内容は授業時間中の内容を逐一記載するのではなく、指導内容の要点を簡単に書くこ

とのできる書式となっている。

　一方、活用の意図とは、授業でのＩＣＴ活用場面がどのような教育目標を達成しようとしている場

面なのかを示したものである。活用の意図については文部科学省「教員のＩＣＴ活用指導力のチェッ

クリスト」に準じて以下のように定めた。

　これにより、現場の多くの教員が文部科学省「チェックリスト」を通じて意識しているところの、

教員によるＩＣＴ活用場面と児童生徒のＩＣＴ活用の指導場面の連想を容易にして、検索 DBの情報

探索を容易にすることを目指している。

３）デジタル指導案の構成の改善

　以上にともない、指導案フォーマットで収集する項目を変更した。これはWeb 上で用いるもので

あり、文字情報以外の情報（画像、動画、授業者独自の学習指導案など別のファイル、授業時に児童

生徒に提示した授業者の自作コンテンツなど）も添付できる。

　（1）基本情報（学校名、実践者、学年・教科、単元名等）

　（2）本時の目標と評価規準

＜Ｂ＞教員がＩＣＴを活用
　　B1　興味・関心を高める提示 
　　B2　課題を明確につかませる提示
　　B3　思考や理解を深める提示 
　　B4　知識の定着を図る提示

＜Ｃ＞児童生徒のＩＣＴ活用指導
　　C1　資料から情報を読み取らせる指導 
　　C2　文章や表、図などにまとめさせる指導
　　C3　わかり易く発表・表現させる指導 
　　C4　繰り返し学習・練習させる指導
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　（3）授業展開（指導内容の要点、ＩＣＴ活用場面との対応、評価規準との対応）

　（4）ＩＣＴ活用場面（活用の意図、活用方法の詳述等）

　（5）自己評価・気づき・課題等（所感などを自由に記入）

　（6）ＩＣＴ活用場面に対応した画像や動画（画像の添付が可能）

　（7）その他補足資料（授業者独自の学習指導案、自作コンテンツなど）

４）指導案ＤＢ検索

　ＤＢ検索には 2つの手法を用いることができるようにした。まず、学校種別・学校名・教科・学

年・単元／題材名・活用したＩＣＴ機器を検索項目とした検索画面を設けた。一方、「活用の意図」と、

活用する機器やＩＣＴ活用場面を連想しや

すくするための工夫として、「ＩＣＴ活用

表」（図 7参照）を規定した。これにより

活用した教材教具・ＩＣＴ機器の分類ごと

に、文部科学省「チェックリスト」の授業

意図を示す項目を対応づけて、「どんなと

き」「どう使うか」の資料集としても利用

できることを目指している。

５）積極的な検索ＤＢ利活用をめざして

　本調査研究では、「教師がどんなコンテンツ活用が可能なのかを授業場面に引き寄せて理解できる」

「授業過程での工夫をさらに共有してゆく」「機器の使い途・使われ方を授業を軸にして検証する」こ

と等を可能にする、デジタル指導案検索ＤＢの積極的な利活用を、本ＤＢを基点に目指している。教

育情報が教師に届くための不安要因や疑問を踏まえて、たとえば教師のＩＣＴ活用実践への考えに対

応して情報を提供するといった示唆（リコメンド）する機能を搭載したシステムの開発などを想定し

ている。検索結果に応じて周辺情報を提示する機能をもった教育情報配信システムに関する研究 [3]

などを参考にしながら、今後の技術開発について検討を進め、手だてを追求したい。

参考文献

[1] 田中博之「生活科でのメディア活用と教材開発」『視聴覚教育 6月号』pp.88-91, 1992. 

[2] 佐藤喜信，井口磯夫，堀田博史，藤谷哲，佐藤弘毅，梅香家絢子，山田智之 (2008) ＩＣＴ機器・

教材を活用したデジタル指導案とWEB 検索ＤＢの開発，日本教育情報学会第 24回年会論文集，

1C3, pp. 160-161，2008 年 8月 .

[3] 山田智之，他 7名 (2008)  教員にWeb 上の情報をリコメンドする機能を搭載した教育情報配信シ

ステムの開発と評価，電子情報通信学会技術報告，ET2007-85, pp. 7-12, 2008 年

図 7　ＩＣＴ活用表
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4　調査研究結果の詳細報告
内田洋行教育総合研究所

4.1　複数のＩＣＴ機器および映像教材等の活用効果

　複数のＩＣＴ機器･教材の活用方法および学習効果を分類・共有することにより、ＩＣＴ活用が広

まり学習効果が高まるという仮説のもと、以下の研究課題を設定した。

Ａ）デジタル指導案（有効な実践事例）の収集と分析

　　◆各校 10件以上（計 100 件以上）のデジタル指導案の収集

　　◆デジタル指導案記述内容の分析による、効果的な活用場面の分析

　　◆複数のＩＣＴ機器・映像教材等の「活用意図」と「扱うべき教材」による場面整理（「ＩＣＴ活用表」 

　　　の作成）

Ｂ）授業における複数のＩＣＴ機器・映像教材等の活用による学習効果の検証

　　◆授業後アンケート（教員・児童生徒対象）の実施と分析

　　◆第三者評価調査の実施による定性的分析

　　◆ＩＣＴ活用に対する教員の意識変容をプレ - ポストアンケートにより分析

Ｃ）デジタル指導案ＤＢの開発

　　◆回収したデジタル指導案データの実装

　　◆上記Ａ）で作成したＩＣＴ活用表の検索手段としての実装



̶ 25 ̶

平成 20 年度文部科学省委託事業　先導的教育情報化推進プログラム
「デジタル指導案を用いたＩＣＴ機器の活用に資する調査研究」報告書

4.1.1　デジタル指導案（有効な実践事例）の収集と分析

4.1.1.1　デジタル指導案の収集

　昨年度の研究結果から得られたデジタル指導案フォームに対する学校現場の改善要望等を、調査研

究委員会および調査研究協力校会において検討し、デジタル指導案の変更・改善を実施した。改善さ

れたデジタル指導案の特徴は、複数のＩＣＴ機器・教材がどの授業の、どの場面で、どのような意図

を持って、どのように活用されたかを分かりやすく明示することで、ＩＣＴ機器・教材の活用に着目

した指導展開とした点である。

　デジタル指導案の大きな特徴は、複数のＩＣＴ機器・映像教材等の活用場面をそれぞれ、

Ａ本時における評価規準とＢ本時の授業展開に対応させて記載したことである。

　ＩＣＴ活用場面については、①活用するコンテンツ、②活用の意図（期待する効果）、③活用方法

とねらい、④使用したＩＣＴ機器　に関する情報を記載するとともに、授業イメージを視覚的に補う

目的として、静止画や動画クリップによる映像情報を付加している。

　デジタル指導案フォームは巻末 6.2.1（p.55）に示す通り。

　本年度計画では年間の実践から、ＩＣＴ活用が効果的と思われる実践事例をまとめたデジタル指導

案 100 件の収集を目標とし、現在、調査研究協力校 10校（小学校 8校・中学校 2校）から 110 件

のデジタル指導案を収集した。

　収集したデジタル指導案の校種別、教科・領域等別分類は以下、表 4に示す通りである。

　主要 5教科での実践では英語を除く 4教科での実践事例報告が多かった。これら 4教科に関しては

デジタル指導案の蓄積、共有により、他の教員への波及効果が特に期待される。

　英語については、小学校の総合的な学習の時間での活用が 4事例報告されている。H23年度からの

小学校外国語活動必修化に向け、小学校英語におけるＩＣＴ活用の可能性とその有用性が示唆されて

いる。

表 4　収集したデジタル指導案一覧
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4.1.1.2　効果的な活用場面の分析

　デジタル指導案からそれぞれの教材がどのような意図や効果を期待して活用されたかを抽出し、分

析した。抽出した教材と意図別の分類は以下、図 8、図 9に示す通りである。

 

図 8　主に教員によるＩＣＴ活用場面との対応

 

図 9　主に児童生徒によるＩＣＴ活用場面との対応

　各教材種の活用意図の分類については、「教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト」の「Ｂ授業

中にＩＣＴを活用して指導する能力」と「Ｃ児童のＩＣＴ活用を指導する能力」の活用意図を参考と

した。

　教員が活用する場面においては、動画、静止画、コンテンツ等のデジタル教材の活用が多く、Ｂ 1

の興味・関心の喚起を中心にＢ 1～Ｂ 4の項目全てに活用意図を見ることができた。

　児童生徒のＩＣＴ 活用を指導する場面においても動画、静止画、コンテンツ等のデジタル教材の活

用が多かったが、こちらはＣ 3の発表・表現の支援を意図した活用が顕著であった。また、児童生徒

の場合、Ｃ 3を意図した活用においては、アナログ教材では、ノート・ワークシートや具体物の活用

が中心に見られた。
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4.1.1.3　ＩＣＴ活用表の作成

　本事業において収集したデジタル指導案は公開し、ＩＣＴ活用の普及に資するものとすることをね

らっている。そこで、ＩＣＴ活用に馴染みのない教員が活用場面を想起しやすいよう、デジタル指導

案の公開に当たっては複数のＩＣＴ機器・映像教材等の「活用意図」と「扱うべき教材」によって整

理することとした。

　上記の二軸によって整理した表を「ＩＣＴ活用表」とし、収集したデジタル指導案をデータベース

に実装・公開する際の検索手段として活用できるよう開発した。

　「ＩＣＴ活用表」は、授業で活用する意図に着目した分類と位置付けをした点が特徴である。

表 5 　ＩＣＴ活用表
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4.1.2　 授業における複数のＩＣＴ機器・映像教材等の活用による学習効果の検証

4.1.2.1　授業後アンケート（教員・児童生徒対象）の実施と分析

　教員および児童生徒に対し、本時の授業で活用されたＩＣＴ機器・映像教材等に関してＩＣＴ活用

表の項目に対応した「授業後アンケート」を実施した（巻末資料 6.2.8（p.86）参照）。

　本時の実践はデジタル指導案に基づくものであり、デジタル指導案に記載された「ＩＣＴ活用のね

らい」と、アンケートで得た「効果」を比較することで教員のねらいと実際の効果を明らかにするこ

とができる。

　分析の結果、教員がねらった観点の効果については教員アンケート、児童・生徒アンケート双方の

データにおいて高い効果（４点満点中３点以上）を挙げており、ＩＣＴ活用による効果が検証された。

　特に「興味・関心の向上」や「発表・表現の支援」について高い結果が見られた。

図 10　複数のＩＣＴ機器・映像教材等を活用した授業の効果（再掲）

　また、さらに分析するため、今年度事業においてＩＣＴ活用頻度の多かった授業科目「理科・算数・

国語（書写含む）」における効果に注目した。

表 6　教科別、教員がＩＣＴを活用する場合の効果
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・理科では、B1興味関心の向上で最も効果が高く（3.5）、次に C3発表・表現（3.2）となる。

・算数では、B1興味関心の向上で最も効果が高く（3.7）、次に C3発表・表現（3.5）となる。

・国語では、B1興味関心の向上で最も効果が高く（3.4）、次に C3発表・表現（3.3）となる。

表 6より、「理科・算数・国語（書写含む）」において、教員の実感としては当初のねらいの如何によ

らずそれぞれＢ 1興味関心の向上、Ｃ 3発表・表現を支援する活用場面において高い効果があるとい

うことが分かった。

表 7　教科別、児童生徒がＩＣＴを活用する場合の効果

　表 7より、授業後の児童・生徒の評価結果では、以下のように言える。

・理科ではＢ２課題の明示（3.6）で最も効果が高く、次にＢ１興味関心の向上（3.3）となる。

・算数ではＣ２考えのまとめ、Ｃ 3発表・表現の支援、Ｃ 4反復学習（3.7）で最も効果が高い。

・国語では、Ｂ２課題の明示、Ｂ３思考理解の深化、Ｃ 1情報収集、Ｃ 2考えのまとめ（3.5）で最

も効果が高い。

　このように、児童・生徒のデータについては各科目で特徴が現れているものの、特にＢ２課題の明

示（3.6）での活用場面において高い効果が見られた。

　上記の活用パターンのうち、全体的に高い効果が現れている算数科に注目し、さらに具体的な効果

検証を行った。
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実践事例　宮城県栗原市立大岡小学校

単元名：　2年算数「九九を作ろう」

授業の実際：

　既習の九九を活用して右図のような数を数える問題。

　・「いくつかに分割して求める方法」

　・「全体から空いているところを引く方法」

　・「○を移動して求める方法」

　等、様々な解き方を考えることを通して、

　九九の習熟を図ると共に、様々な場面で九九をよりよく活用する力を培う。

授業場面における活用意図：

＜ＩＣＴ活用場面＞

　導　入）フラッシュ型コンテンツにより、

　　　　　九九の習熟と意欲の喚起をはかる

　展　開）解法のヒントを示したコンテンツを提示し、

　　　　　児童の自力解決の支援をはかる

　まとめ）実物投影機を使い、ワークシートを投映しながら

　　　　　自分の考えを発表し合い、様々な解き方に気づく

学習効果：

　ＩＣＴ・コンテンツの活用により、自力解決を促すと共に、思考の深まりを促すことができた。

　下図のように、複数の掛け算を組み合わせる方法に加え、「全体から引いて求める方法」に 7名中

4名の児童が気づくことができ、「移動して一度の計算で求める」方法にも 7名中 5名が気づくこと

ができた。
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4.1.2.2　第三者評価調査の実施による定性的分析

　抽出した 5校 6実践について、デジタル指導案や教員アンケート、児童生徒アンケート等による定

量分析とは別に、第三者による定性分析を行った。

　まず、対象となる 6事例についてビデオ撮影による授業録画を行った。

　ＩＣＴ活用場面と、授業全体の様子両方を抑えるため、撮影にはカメラを 2台使い、カメラ１は教

員がＩＣＴを活用している様子（提示方法等）が分かるように撮影し、カメラ２は教室全体の様子を

撮影することとした。撮影レイアウトは以下の通り。

図 11　第三者評価調査撮影レイアウト

　録画時間は授業の開始から終了までとし、撮影した動画は編集し、以下のように 1つの画面に納め

た。

図 12　ビデオクリップイメージ
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　このように記録・編集した動画は調査研究委員により閲覧・分析され、授業における複数のＩＣＴ

機器・映像教材等の活用場面、および付随する発問等について、活用方法や効果について評価を行った。

　まず、表 8のように、各授業における特徴的な場面を抜き出し、コメントを付した。

表 8　 委員によるシーン分析コメント（例）

　上記はコメントの一例である。昨年の第三者評価調査においては主に児童・生徒の興味関心の喚起

や集中を図る目的での活用に注目するコメントが多かったが、今年度はそれらの活用に加え、既習事

項の復習・確認、効果的な発表支援および解説など、より多彩な活用場面に関してコメントがされた。

本事業が 2年目ということもあり、各調査研究協力校に常設された複数のＩＣＴ機器および映像教材

等の活用パターンが多様化し、より効果的に活用されていることが伺える。
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　また、コメントが付された授業中の活動については、「ＩＣＴ活用表（注：表 5に示した表の縦横

の軸を入れ替えたもの )」にプロットし、授業の流れとＩＣＴ・教材の活用の流れを分析した。

表 9　ＩＣＴ活用表を元にした分析シートによる授業分析例（再掲）

　第三者評価調査については５校６事例の抽出調査であるため一般論としての結論を出すことはでき

ないが、「課題の提示」場面については、ＩＣＴだけではなく、板書を併用するような活動が見られた。

　例えば電子黒板は児童の思考を深め表現力を高めるために活用し、黒板は本時の課題の確認や児童・

生徒の意見集約、および授業中常掲したい情報の提示やスペースが必要になる情報の提示に使用する

など、メディアの特性に応じＩＣＴと非ＩＣＴ（アナログ）とを効果的に活用している実態が見て取

れた。これについても、本事業が2年目ということで、どの場面でＩＣＴを活用するのがより効果的か、

活用場面の最適化が図られてきていることを伺うことができる。

※委員からの各場面のコメントについては、撮影したビデオクリップにキャプションとして挿入し、

場面ごとクリップ化を行った。作成したビデオクリップは後述するデジタル指導案ＤＢに掲載し、デ

ジタル指導案とあわせて閲覧できるようにした。
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4.1.2.3　プレ - ポストアンケートによるＩＣＴ活用に対する教員の意識変容分析

　学習効果検証と合わせて、調査研究協力校の全教員を対象とし、調査研究期間の前後（プレ - ポスト）

に「ＩＣＴ活用実態調査」を実施した。この調査は、複数のＩＣＴ機器・映像教材等の活用経験を通した、

教員の意識変容について分析するためのものである。

　調査項目は文部科学省「教員のＩＣＴ活用指導力のチェックリスト」の B項目および C項目に準ず

るもの、および本調査独自の項目として、「ＩＣＴ活用に期待すること、不安・心配に思うこと」を

尋ねる設問を設けた（調査紙は巻末資料 6.2.9（p88）参照）。

　なお、プレアンケートは 7月、ポストアンケートは 2月に実施。計 161 名分のデータを得た。

まず、プレアンケートから回答者である教員の属性として以下の実態が分かった。

・「ＩＣＴ活用経験およびコンテンツの活用経験」は 5年未満が 6割強であった。

・教員のＩＣＴ活用指導力チェックリストの「Ｂ授業中にＩＣＴを活用して指導する能力」および「C 

児童のＩＣＴ活用を指導する能力」については、「児童・生徒の興味関心を高めるための活用」や、「調

べ学習のためのＩＣＴ活用指導」はできるものの、「知識の定着」や「発表・表現の指導」に関して

は自信がないという回答傾向が目立った。

・ＩＣＴ活用への期待等の設問に関して、ＩＣＴ活用により、「従来の授業形態を踏襲」しつつ「授業

アイデアの幅を広げたい」等の期待や思いがある一方で、「授業の準備が大変になりそう」等のネガ

ティブなイメージも抱えていることが明らかとなった。

　さらに、プレアンケートとポストアンケートの調査の結果、今年度調査期間を通して複数のＩＣＴ

機器・映像教材等の活用経験をすることで、教員の意識に以下のような変容が見て取れた。

・プレ - ポスト比較の結果、「Ｂ授業中にＩＣＴを活用して指導する能力」および「Ｃ児童のＩＣＴ活

用を指導する能力」について 4点満点で 0.2 ～ 0.4 ポイントの上昇が見られた。

・最もポイントが伸びたのは「Ｂ４学習内容をまとめる際に児童生徒の知識の定着を図るために、コ

ンピュータや提示装置などを活用して資料などをわかりやすく提示することができる」の項目で、

プレアンケートでは全体平均で 2.4 ポイントであったが、ポストアンケートでは 2.8 ポイントと 0.4

ポイントの上昇が見られた（図 13参照）。
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図 13　プレ - ポストアンケート比較（ＩＣＴ活用指導力チェックリスト項目）

・「ＩＣＴ活用に期待すること」に関連する設問では、「2. 授業の進行を円滑にしたい」が全体平均で

5点満点中 0.4 ポイント、「3. 今までの授業と複数のＩＣＴ機器を活用する授業とを，上手に融合さ

せたい」が 0.3 ポイント上昇していた（図 14参照）。

　ＩＣＴ機器の日常的な活用を通し、ＩＣＴ活用授業を特別なものとせず、既存の授業スタイルを崩

さない形で授業を効率化したいという意識が喚起されたことが伺える。

図 14　ＩＣＴ活用に期待すること
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　4.1.2.1 では本時における教員のＩＣＴ活用のねらいと実際の効果について分析を行い、興味関心の

喚起、発表表現の支援に関する効果を見出すことができたが、以上の結果から、長期的に教員の意識

変容を見ると、知識・理解面の効果を狙ったＩＣＴ活用がさらに高まった事が伺える。

　さらに、ＩＣＴ活用について「できなかったり、不安に思うこと」を尋ねた設問では以下の傾向が

見られた。

・全体的にＩＣＴ活用に対する抵抗感や不安感の減少が見て取れる。特に「21.（複数のＩＣＴ機器を

活用することで）今までの授業の流れが乱れないか心配」「22. 複数のＩＣＴ機器を活用するアイデ

アが浮かばない」「26. 校内の教員間で活用に対する賛否がある」といった設問については 0.2 ～ 0.3

ポイントの減少が見られた（図 15参照）。

　複数のＩＣＴ機器活用がある程度日常化され、教員が意図した通りの活用ができるようになり、活

用に関する抵抗感がやや減少してきたことが推察される。

図 15　ＩＣＴ活用について不安・心配に思うこと
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4.1.3　デジタル指導案DBの開発

　本事業において収集したデジタル指導案はＩＣＴ活用の普及のため公開することを前提としてい

る。公開にあたり、昨年度開発したデジタル指導案を改良するとともに、4.1.1.3 で既述した「ＩＣＴ

活用表」を実装し検索性を高めた。

　本事業の概要およびデジタル指導案は以下のＵＲＬにて公開している。

→ http://sendop.javea.or.jp/

図 16　事業web サイトトップページ（http://sendop.javea.or.jp/）

 

図 17　事業概要ページ
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4.1.3.1　デジタル指導案の改善

　平成 19 年度の研究結果から得られたデジタル指導案フォームに対する学校現場の改善要望等を、

調査研究委員会および調査研究協力校会において検討し、デジタル指導案の変更・改善を実施した。

ＩＣＴ活用授業の普及に資するため、ＩＣＴ活用に馴染みのない教員が活用場面を想起しやすい書式

となるように配慮した。複数のＩＣＴ機器・教材がどの授業の、どの場面で、どのような意図を持って、

どのように活用されたかを分かりやすく明示することで、ＩＣＴ機器・教材の活用に着目した指導展

開とした点が特徴である。

デジタル指導案は次の項目から構成されている（記入例は次頁の図 18参照）。

１）基本情報

　　学校名、実践者、学年・教科、単元名等の基本情報を記入。

２）本時の目標と評価規準

　　本時の目標・ねらいにあたる要点およびどのような観点で評価をするか記入。

３）授業展開

　　本時の授業展開における指導内容の要点とＩＣＴ活用場面を記入。

４）ＩＣＴ活用場面

３）で記入したＩＣＴ活用場面について、活用した教材名（アプリケーション名や番組タイトル、

web サイト名・URL 情報など）、教材の種類、活用の意図、活用したＩＣＴ機器、活用方法につ

いて記入。特に活用の意図については文部科学省「ＩＣＴ活用指導力チェックリスト」に準じて

以下のように設定した。

５）自己評価・気づき・課題等

　　授業者の所感や振り返り、課題点、児童・生徒の反応など、気付いた点を記入。

６）ＩＣＴ活用場面に対応した画像や動画

　　４）のＩＣＴ活用場面に対応した画像や動画を添付

７）その他補足資料の有無

　　授業者独自の学習指導案や、自作コンテンツがある場合に記入。

　以上の情報を記載したデジタル指導案はデジタル指導案ＤＢに登録・公開する。公開したデジタル

指導案の有用性については次年度、実証実験を通して検証する。
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図 18　デジタル指導案フォーム
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4.1.3.2　デジタル指導案データの実装

　4.1.1.1 で既述のとおり、平成 20 年度は調査研究協力校 10 校（小学校 8校・中学校 2校）から

110 件のデジタル指導案を収集し、デジタル指導案ＤＢに実装した。これにより、平成 19年度収集

したデジタル指導案とあわせ、計 134 件のデジタル指導案が蓄積・公開されている。

4.1.3.3 ＩＣＴ活用表の実装

　4.1.1.3 で既述した「ＩＣＴ活用表」を、登録したデジタル指導案の検索手段として実装した。

　事業web サイトから、デジタル指導案ＤＢにアクセスすることができる（図 19参照）。

図 19　デジタル指導案DB初期画面

　この状態から教科や活用したＩＣＴ機器などの条件を 1つでも指定して検索ボタンをクリックする

ことで、条件に合致するデジタル指導案のリストがＩＣＴ活用表に件数で表示される（図 20参照）。
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図 20　ＩＣＴ活用表が表示された様子

　表示されたＩＣＴ活用表は、横軸に登録されているデジタル指導案の「ＩＣＴ活用のねらい」を、

縦軸に「活用するコンテンツ」の情報を参照している。ＩＣＴ活用表に表示されている数字が、該当

するデジタル指導案数となり、この数字をクリックすることで、該当するデジタル指導案の一覧が表

示される（図 21参照）。なお、表示されたＩＣＴ活用表の数字は複数個所クリックすることで、or 条

件による検索が可能である。
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図 21　デジタル指導案一覧表示画面

　表示されるデジタル指導案一覧には、以下の情報をタグ表示させることで、当該のデジタル指導案

のねらい、活用機器、コンテンツを分かりやすく一望できるようにした。

　・複数のＩＣＴ機器および映像教材等の「活用意図」

　・活用した「コンテンツ（アナログ教材・デジタル教材）」

　・活用した「機器（プロジェクタ等）」
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　表示されたデジタル指導案一覧から、任意の指導案タイトルをクリックすることで、以下の詳細画

面が表示される。

図 22　デジタル指導案詳細画面
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4.2　教室環境に関するニーズ調査の実施と可搬式ユニットの試作開発

　平成 19年度の調査結果（日本視聴覚教育協会 , 2007）から、複数のＩＣＴ機器・教材利用時にお

ける簡易型コントローラの有用性は明らかとなった。

一方で、「機器の接続やケーブル処理が煩雑である」、「つまずいて危ない」など負担感や危険性への

指摘もあった。

　そこで、本年度は簡易型コントローラの利便性を高め、複数のＩＣＴ機器活用を促すため、普通教

室環境に配慮した可搬式ユニットを設計、開発した。

開発に当たっては、調査研究協力校の教員に対し、「教室環境に関するニーズ調査」を実施し、普通

教室におけるＩＣＴ機器活用の現状把握と要件抽出を行った。

4.2.1　教室環境に関するニーズ調査の実施

　「教室環境に関するニーズ調査」は、調査研究協力校 10校の全教員を対象に平成 20年 8月を回答

期間として設定、9月を回収期間として実施した（調査紙は巻末資料 6.2.10（p.91）を参照）。

4.2.1.1　質問内容

調査紙には以下の質問を設定した。

　・普通教室における日常的なＩＣＴ活用の有無

　　- 授業でのＩＣＴ活用をスムーズにする環境について

　・ＩＣＴ常設環境の有無

　　- ない場合の弊害について

　・ＩＣＴ常設環境があることで、授業における活用が増えるか

　・ＩＣＴ常設あるいは半常設（可搬）環境に必要な機能や要件について

4.2.1.2　調査結果

　調査期間内において、調査研究協力校 10校、179 名から回答を得た。

　まず、普通教室における日常的なＩＣＴ活用の有無と、普通教室における日常的なＩＣＴ活用に関

する質問については、

　・日常的な活用をしていない教員が 60%

　・普通教室にＩＣＴ常設環境がない教員が 56%
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　・普通教室にＩＣＴ常設環境があれば今より授業で活用すると考えている教員が 64% と、日常的

なＩＣＴ活用がされていない現状と、ＩＣＴ常設環境がなく、そのためにＩＣＴ活用が妨げられてい

る状況が明らかとなった（図 23～ 25参照）。

図 23　普通教室でＩＣＴを日常的に活用しているか

 

図 24　ＩＣＴは普通教室に常設されているか

 

図 25　教室にＩＣＴ機器が常設されていれば、今より授業でＩＣＴを活用するか
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　さらに、ＩＣＴ機器が常設されていない事の弊害として、準備の手間、ケーブル類が邪魔になること、

等が問題として挙げられており、これらを改善する必要がある（図 26参照）。

図 26　ＩＣＴ環境が常設されていない事の弊害

　ＩＣＴ常設あるいは半常設（可搬）環境に必要な機能や要件について、ワゴン型備品をモデルとし

て自由記述を求めたところ、「施錠できること」、「頑強なこと」、「配線が簡単であること」、「位置固

定が楽であること」などの条件が挙げられた。

　以上の調査結果を元に、可搬式ユニットのプロトタイプを開発した。

4.2.2 可搬式ユニット（プロトタイプ）の開発

　4.1.1 における調査結果を元に、普通教室におけるＩＣＴ常設に向けた過渡期のモデルとして、「可

搬式ユニット」のプロトタイプを開発した。

　可搬式ユニットの特徴は以下の通りである（図 27参照）。

・プロジェクタ、ノートＰＣ、実物投影機、ＤＶＤプレーヤー、スピーカー等を一体で収納、移動、

固定可能。

・各機器は集中電源管理により一括で電源のON/OFF 可。また、別途機器を接続して使うことができ

るよう、ＲＧＢとＵＳＢの入力端子も備える。

・可搬式ユニットから延びるケーブルは電源ケーブル 1本のみ（ＬＡＮ使用時には別途ＬＡＮケーブ

ルも必要）。

・キャスターロック機構を備え、簡単に移動・固定が可能。

・ＤＶＤ等映像機器収納棚とＰＣ収納テーブルは一括ロックが可能。また、扉を閉めた状態でも映像

機器のリモコン操作ができるよう、前面にパンチング処理。

・付属のスピーカーは 20Wとし、ダイナミックな音声再生が可能。
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図 27　可搬式ユニット ( プロトタイプ )

　開発した可搬式ユニット（プロトタイプ）については、調査研究協力校会でヒアリングおよび検討・

議論を行った。結果、「設置する周辺機器の固定が簡単にできるようにしてほしい」「スピーカーの取

付可能な位置を増やして欲しい」「プロジェクタの角度を調節できるようにして欲しい」「ＰＣテーブ

ル・収納扉は教員の立ち位置に対応できるよう、左右両側に開いて欲しい」「高さが上下に昇降して

欲しい」などの意見が挙げられた。

　今年度はプロトタイプを 3台製作し、抽出校での評価・検証を行ったが、協力校会における議論と

同様、テーブル、プロジェクタ台の構造について意見が出たほかは、利便性、安全性、常設モデルと

しての適性いずれにも「使いやすい・適している」との回答を得られた。

　平成 21年度は 20 年度の調査を元にプロトタイプを改善し、これを調査研究協力校全校において

導入・実証実験を実施する。
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5　平成 21 年度調査研究活動について

財団法人日本視聴覚教育協会　事務局

　平成 19年度はＩＣＴ機器・教材の活用場面の検証と体系化、および 3パターンのハードウェア環

境の検証を行い、ＩＣＴ機器導入モデル全パターンにおいて、効果を実感する教員の割合が高いこと

や「興味・関心」「知識・理解」等の学習効果について観察できた。一方、これらの機器を効果的に

活用した指導案（デジタル指導案）を回収したが、ＩＣＴ機器・教材活用に関する内容について、指

導内容と学習のねらいにより関連付けた情報掲載のあり方が課題となった。

　平成 20年度は複数のＩＣＴ機器・教材の活用による学習効果の検証とＩＣＴの日常的な活用を支

援する普通教室モデルの研究を行い、デジタル指導案については指導内容、学習のねらいを明記でき

るよう改善を施した。その結果、実践（本時）の効果検証を行ったところ、特に「興味・関心の向上」

や「発表・表現の支援」といった観点を中心に、教員の活用意図に沿った効果が明らかになった。さらに、

調査研究期間の前後に教員向けアンケートを実施した結果、プレ - ポスト比較によりＩＣＴ活用指導

力チェックリストの Bおよび C項目については 4点満点で 0.2 ～ 0.4 ポイントの上昇が見られるなど

の効果があり、複数のＩＣＴ機器を活用することの効果が本時および調査期間全体双方にあることが

わかった。

　平成 20年度に回収したデジタル指導案 110 件は、検索性を高めるＩＣＴ活用表を作成の上、開発

したデジタル指導案ＤＢに実装することでＩＣＴを活用した授業普及のための素地を整えた。

　ただし、開発したデジタル指導案およびデジタル指導案ＤＢについてはまだ評価が十分にできてお

らず、評価検証が課題として残っている。

　また、回収したデジタル指導案の分析から、複数のＩＣＴ機器および教材の活用に関して特長のあ

る利用場面が見出された。この結果と、別途実施したアンケートの結果から、ＩＣＴ機器の普通教室

における活用を促進するモデル（可搬式ユニット）のプロトタイプを作成した。抽出校による検証や

調査協力校会での議論の結果、授業準備の負担感の違いなど、改良したモデルの評価検証が課題とし

て挙げられた。

　以上の問題意識と 2ヵ年の活動を踏まえ、平成 21年度は継続して次頁のテーマについて調査研究

を実施する。
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①複数のＩＣＴ機器・教材の活用を前提としたデジタル指導案の有効性の検証

　複数のＩＣＴ機器･教材の活用事例が記載されたデジタル指導案を元にした実践に関する効果を検

証し、本事業で策定したデジタル指導案の有効性を明らかにする。

②デジタル指導案ＤＢの一般公開による普及・促進

　平成 20年度に構築されたＤＢを一般に公開する。また、ＤＢの利用ログを取得し、利用状況の分

析を行う。これにより、デジタル指導案ＤＢの普及･促進をめざすとともに、その過程において改善

事項を検証し、次版に反映する。

③複数のＩＣＴ環境を効果的に活用するための教室環境の提案

　平成 20年度に提案した可搬式ユニットの効果検証（実証実験）と改善を行う。

可搬式ユニットと 3種類の導入機器、および平成 19年度効果検証を行った簡易型コントローラを普

通教室に設置する。簡易型コントローラそのものについては平成 19 年度に効果検証を行っており、

コントローラの配置を含めたデザインの検討、教員が操作をイメージできるマニュアル等の検討（平

成 19年度報告書 p.15）が課題となっている。配線などの授業準備の負担感等に加え、授業中の機器

切り替えの負担感等をあわせて検証することで、普通教室において複数のＩＣＴ機器を効果的に活用

するための環境提案を行う。

　事業３年目となる平成 21年度は、本事業で設定した複数のＩＣＴ機器 ( プロジェクタ、実物投影機、

DVDプレーヤー、電子黒板等 ) 導入モデルパターン（3パターン）がすべての調査研究協力校に導入

される予定である。これらを普通教室に設置し授業準備の負担感等を検証することで、普通教室にお

いて複数のＩＣＴ活用を効果的に活用するための環境提案を行い、本調査研究の主題である「普通教

室でのＩＣＴ活用普及」のための環境提案につなげる。

　本事業の成果については、開発要件などをサイトに掲載するとともに、日本学校視聴覚教育連盟を

通じて学校現場に周知する。また、日本視聴覚教具連合会等の教育関連民間団体にもフィードバック

を行うことで広く共有・普及をはかる。

　以上の調査研究は平成 19年度、20年度と同様、調査研究協力校 10校の協力を得て進めていく。
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6　巻末

6.1　巻末 1（実施体制関連資料）

6.1.1　調査研究委員会

（順不同、敬称略）

【調査研究委員会委員】

　氏　名 　　　　所属・役職

井口　磯夫 十文字学園女子大学 人間生活学部児童幼児教育学科　教授

堀田　博史 園田学園女子大学 未来デザイン学部　准教授

藤谷　　哲 目白大学 人間学部　准教授

稲垣　　忠 東北学院大学 教養学部人間科学科　准教授

佐藤　弘毅 名古屋大学留学生センター 日本語・日本文化教育部門　専任講師

成瀬　　啓 宮城県栗原市立大岡小学校　教諭

井上　文敏 日本学校視聴覚教育連盟　事務局長

津田　秀明 日本視聴覚教具連合会　代表常任理事

岡部　守男 財団法人日本視聴覚教育協会　常務理事

【文部科学省・企画評価委員会委員】

　氏　名 　　　　所属・役職

高橋　参吉 千里金蘭大学 人間社会学部　教授

亀井美穂子 椙山女学園大学 文化情報学部　准教授
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6.1.2　調査研究協力校一覧

No 加盟団体 学校名 所在地 TEL FAX

01
宮城県

学校視聴覚教育連盟

栗原市立

大岡小学校

〒 989-5506

宮城県栗原市若柳字大林東千刈 1
0228-32-2324 0228-32-1727

02
東京都

小学校視聴覚教育研究会

足立区立

花畑第一小学校

〒 121-0061

東京都足立区花畑 1-29-1
03-3884-0726 03-3884-0727

03
東京都

小学校視聴覚教育研究会

港区立

高輪台小学校

〒 108-0074

東京都港区高輪 2-8-24
03-5447-0616 03-5447-5335

04
東京都

中学校視聴覚教育研究会

大田区立

大森第三中学校

〒 143-0024

東京都大田区中央 4-12-8
03-3773-3995 03-3773-3996

05
川崎市

学校視聴覚教育研究協議会

川崎市立

住吉小学校

〒 211-0033

川崎市中原区木月祇園町 17-1
044-422-5444 044-411-9728

06
横浜市

学校視聴覚教育連絡協議会

横浜市立

日限山小学校

〒 233-0015

神奈川県横浜市港南区日限山 2-16-1
045-841-6561 045-841-8793

07
愛知県

学校視聴覚教育研究会

岡崎市立

羽根小学校

〒 444-0015

愛知県岡崎市羽根町池脇 24-2
0564-51-1795 0564-51-1667

08
愛知県

学校視聴覚教育研究会

岡崎市立

甲山中学校

〒 444-0015

愛知県岡崎市中町北野東 20-1
0564-22-2664 0564-22-2665

09
名古屋市

情報教育研究会

名古屋市立

森孝東小学校

〒 463-0033

愛知県名古屋市守山区森考東 1-442
052-774-2872 052-776-4954

10
大阪市

小学校教育研究会視聴覚部

大阪市立

東都島小学校

〒 534-0021

大阪市都島区都島本通 4丁目 24-4
06-6921-2955 06-6925-3958
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6.1.3　教科別・学年別デジタル指導案一覧
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※グレーで表示されているものは平成 19年度実施分。

　また、6年体育「たばこの害」大岡小学校の実践は、平成 20年度分として新しく作成されたもの。
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6.2　巻末 2（データ集）

6.2.1　デジタル指導案フォーム
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6.2.2　デジタル指導案記入例

●小学校・国語
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●小学校・算数
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●小学校・音楽
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●中学校・国語
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●中学校・数学
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6.2.3　デジタル指導案収集結果（再掲）

6.2.4　ＩＣＴ活用表（再掲）

webでの表示例
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6.2.5　簡易型コントローラの仕様

表 10　簡易型コントローラ 仕様
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6.2.6　可搬式ユニットの仕様
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図 28　可搬式ユニット仕様

表 11　図 28 の図番詳細
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6.2.7　小学校映像教材単元対応表
●国語（書写）
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●社会
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●算数
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●理科
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●生活
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●図画工作

●家庭
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●体育（保健）
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●道徳
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●外国語活動
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●総合的な学習の時間
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●特別活動
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6.2.8　授業後アンケート（教員用 /児童生徒用）

●教員用
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●児童用
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6.2.9 　ＩＣＴ活用実態調査（プレ -ポストアンケート） 
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6.2.10　教室環境に関するニーズ調査
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6.2.11　ＩＣＴ機器導入パターン一覧（再掲）

 パターン 　　　　　　製　品　名 数量  　　　　　　　　説　　明

  プラズマディスプレイパネル（PDP） 1 50 インチのプラズマディスプレイパネル

  専用スタンド（専用金具込み） 1 上記の設置用

 A タッチパネル ( 電子黒板機能付加機器 ) 1 赤外線方式

  VHS/ DVD プレーヤー 1 DVD/VHS/CD の一体型プレーヤー

  実物投影機 1 簡易型提示装置

  簡易型コントローラ 1 機器入力ソースを切り替えるマトリクススイッチャ

    80 インチの電子黒板機能付スクリーンボード

  短焦点プロジェクタ一体型電子黒板 1 上部に短焦点プロジェクタ（2500ANSI ルーメン）

    およびインタラクティブユニットを設置

 
B
 VHS/ DVD プレーヤー 1 DVD/VHS/CD の一体型プレーヤー

  実物投影機 1 簡易型提示装置

  簡易型コントローラ 1 機器入力ソースを切り替えるマトリクススイッチャ

  液晶プロジェクタ 1 3200ANSI ルーメン /XGA リアル対応

  マグネット型スクリーン 1 80 型

  インタラクティブユニット型電子黒板 1 超音波、赤外線方式

 C VHS/ DVD プレーヤー 1 DVD/VHS/CD の一体型プレーヤー

  実物投影機 1 簡易型提示装置

  プロジェクタワゴン 1 プロジェクタ等収納用

  簡易型コントローラ 1 機器入力ソースを切り替えるマトリクススイッチャ
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6.2.12　ＩＣＴ機器導入計画（平成 20年度時点・再掲）
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